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要 旨   

 

目的：過剰なアルコール摂取は，深刻で悪化しつつある公衆衛生上の問題である．米国では，

COVID-19 のパンデミックに伴う自宅待機命令やアルコール規制の緩和直後からアルコール

飲料の売上が大きく増加した．しかし、アルコール消費がどの程度変化したかはわかってい

ない。本研究では，自宅待機令の前後の飲酒パターンの違いを評価する。 

 

方法：2020 年 5 月，21 歳以上の米国人口を代表するように選ばれた 993 人を対象としたオ

ンライン横断調査で，2020年 2月にアルコールを摂取した人（n＝555）の自宅待機命令制定

前（2020 年 2 月）と制定後（2020 年 4 月）のアルコール飲酒パターンを評価した。飲酒量

の差の報告を計算し、飲酒パターンの差と個人特性との関連を検討した。 

 

結果：2月に比べて、4月は 1日あたり飲酒量が増加した割合（＋29％、P＜0.001）、推奨飲

酒量を超えた割合（＋20％、P＜0.001）、乱飲（＋21％、P＝0.001）が多く見られた。これら

の差は，調査対象のすべての社会人口統計学的サブグループで認められた．2月と 4月間で、

飲酒制限を超えた割合の差は、男性よりも女性で大きく（P = 0.026）、白人よりも黒人のほ

うが大きかった（P = 0.028） 

 

結論：COVID-19のパンデミック，公衆衛生上の対応，アルコール政策の変化，アルコール消

費量の間には関連がある．パンデミック時のアルコール消費に関する公衆衛生上のモニタリ

ングが必要である 

 

 


